
◇「小田原ゆかりの皇族閑院宮を知る」◇

戦前の日本に存在した１１宮家の一つ閑 院宮
かんいんのみや

は、小田原にゆかりの深い皇族でした。 代載仁親王は、大正 （ ）

年に行われた皇太子（のちの昭和天皇）の欧州外遊に皇族として唯一同伴し、皇太子にマナーや語学を指南しました。ま

た、 代春仁王（のち閑院純仁）は病気療養のため小田原中学校に通い、戦後も晩年まで小田原に居住しました。

第 回図書館総合歴史講座は、「昭和天皇実録」編纂の第一線で活躍する宮内庁書陵部調査官梶田明宏氏が講演を行

います。関連企画の展覧会では、小田原市立図書館が所蔵する 点あまりの旧閑院宮の資料のなかから約 点を

初公開し、宮家の歴史に関する資料や、二・二六事件発生時の載仁親王の動向が分かる新出資料、小田原中学校時代の春

仁王が綴った修学旅行の日記など小田原ゆかりの資料を交えて紹介します。

○展覧会

会 期 平成 年 月 日（金）～ 月 日（水）

場 所 小田原文学館 階第 展示室

入館料 大人 円、小中学生 円

（団体・障がいをお持ちの方割引有）

○講演会

日 時 平成 年 月 日 土午後 ～ 時

場 所 生涯学習センターけやき ホール

講 師 梶田 明宏氏（宮内庁書陵部調査官）

申 込 講座名・氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記の上、

メール・往復はがきにて。

メール：

宛 先：〒 小田原市城内 － 小田原市立図書館

平成２７年 冬号

編集／発行 か も め 図 書 館 小田原市南鴨宮 １－５－３０ 電話 ０４６５－４９－７８００

小田原市立図書館 小田原市城内 ７－１７ 電話 ０４６５－２４－１０５５

メール

◇「雑誌スポンサー」を募集しています

雑誌スポンサー制度とは、雑誌の購入費用（年間数千円から 万円程度）

を負担いただき雑誌カバーにスポンサーの広告を掲載させていただく制度です。

雑誌最新号での広告は、多くの人の目に留まり、その分野に関心のある方に

直接 することができます。

詳しくは図書館ホームページをご覧いただくか、職員にお問い合わせください。

※現在のスポンサーさん

『横浜ウォーカー』 株式会社カミケン

『俳句四季』、『俳句』 鷹俳句会・小田原

左皇太子、右載仁親王『皇太子殿下御渡欧記念写真帖』

（大正 年、大阪毎日新聞社）

ありがとうございます。
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文学館で出会う！



かもめ図書館（一般）

２月 お菓子特集

３月 春を感じる本

第８回 小田原文学館西海子サロン

～ サクラの花びらが舞う頃に ～

「文学のまちづくり」をすすめるため、毎年春と秋に小田原文学館西海子サロン

を開催しています。

今回は、本市出身の小説家・牧野信一に光をあて、講演会・朗読を行うとともに、

終了後、付近にある牧野信一の墓地を訪れます。

あわせて、牧野信一文学碑などを巡る文学散歩を行います。

〇講演会・朗読

日 時 平成２７年３月２８日 土 時受付開始 時 分開会

場 所 曹洞宗大長院・客殿（小田原市扇町１－１２－２７）

内 容 ①講演会「北原白秋から牧野信一へ―小田原文学の水脈を辿る」

講師 柳沢孝子さん（日本橋学館大学教授）

定員 ６０名

②朗読（北原白秋や牧野信一の作品）

朗読者 蔀
しとみ

英治さん（俳優）

※終了後、牧野信一墓地（清光寺）を訪問します。

〇文学散歩

小田原駅西口から牧野信一文学碑などのコースをガイド協会の案内により散策し

ます。

日 時 平成２７年３月２８日 土 小田原駅西口集合 ９：００

定 員 ３０名

※参加される方は、主催者がイベント傷害保険に加入します

参加費 無料

※申込方法 「講演会・朗読」及び「文学散歩」は、それぞれ電話にて参加申し

込みを受け付け、後日参加証を郵送します。

（申込は、先着順。定員に達し次第、締切）

小田原市立図書館 電話

かもめ図書館（児童）

２月 おにのおはなし

３月 はる

◇小田原文学館特別展「没後 年 藤田湘子と近代俳句」◇
平成 年 月 日（土・祝）～ 月 日（日）

大正１５（１９２６）年に小田原で生まれ、水原秋
しゅう

櫻
おう

子
し

に師事し、「馬酔木」を経て「鷹」を主催した俳人・藤田湘子の

没後 年を記念し、明治以降に展開した近代俳句の動向を踏まえつつ、湘子の業績や交友関係などを紹介します。

★会 場 小田原文学館（小田原市南町 電話： ）

★開 館 時 間 ： ～ ： （入館は ： まで）

★観 覧 料 一般： 円、小中学生： 円（ 名以上は団体割引あり）

★関 連 行 事 学芸員による展示解説

月２ 日（土）・ 月 日（日）・ 日（土）・ 月 日（日）

① ： ～ ② ： ～（各 分程度）

★主催・問い合わせ 小田原市立図書館 電話：

※ 月 日 木 ～ 日 金 は展示準備のため一部施設を閉鎖します

◇情報発信コーナー／企画展示（市立）企画展示のコーナー（かもめ）◇

順

位
書名（著者名）

村上海賊の娘 上 （和田 竜）

マスカレード・イブ （東野 圭吾）

虚ろな十字架 （東野 圭吾）

明日の子供たち （有川 浩）

５ 山女日記 （湊 かなえ）

サラバ 上 （西 加奈子）

銀翼のイカロス （池井戸 潤）

村上海賊の娘 下 （和田 竜）

９ ペテロの葬列 （宮部 みゆき）

キャロリング （有川 浩）

１０ アイネクライネナハトムジーク （伊坂 幸太郎）

１０ 豆の上で眠る （湊 かなえ）

市立図書館（児童）

２月 音 楽

３月 防 災

◆ 本の予約状況（２月４日現在）

※お願い：上記の本をお持ちで、読み終

えてご不要になられた方は、ぜひ図書館

にご寄贈ください。

藤田湘子
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